
1996年 出上の本簡

き
っ
か
わ
も
と
は
る
や
か
た

広
亭

吉
川
元
春

館

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
山
県
郡
豊
平
町
海
応
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
五
月
―

一
二
月

第
二
次
調
査
補
足
調
査
　
一
九
九
六
年
二
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
教
育
委
員
会
文
化
課
中
世
遺
跡
調
査
班

４
　
調
査
担
当
者
　
小
都
　
隆

。
田
邊
英
男

・
木
村
信
幸

・
尾
崎
光
仲

・
武
知

秀
樹

・
沢
元
保
夫

・
岩
本
芳
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
川
元
春
館
跡
は
広
島
県
の

北
西
部
に
所
在
し
、
日
本
海
に

注
ぎ
込
む
江
の
川
の
支
流
の

一

つ
で
あ
る
志
路
原
川
に
面
す
る

段
丘
上
に
立
地
し
、
標
高
三
七

六
―
三
人
Ｏ
ｍ
、
川
床
と
の
比

高
は
人
ｔ

一
二
ｍ
で
あ
る
。
館

の
西
方
に
は
吉
川
元
春
の
菩
提

寺
で
あ

っ
た
海
応
寺
跡
が
あ
る
。

発
掘
調
査
は
中
世
城
館
遺
跡
録
存
整
備
事
業
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九
九
四
年

か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
実
施
を
し
て
い
る
。

遺
跡
の
範
囲
は
、
南
北
約

一
〇
〇
ｍ
、
東
西
約

一
二
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。

近
年
ま
で
耕
作
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
館
内
に
数
段
の
段
差
が
あ
り
、
区
画

に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
が
、
東
端
に
は
石
垣
が
あ
り
、
そ
れ
は
門

跡
を
挟
ん
で
北
に
長
さ
五
〇
ｍ
、
南
に
二
五
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
の
規
模
で
あ
る
。

南
端
に
は
土
塁
の

一
部
が
認
め
ら
れ
、
北
端
は
段
丘
崖
と
な
っ
て
い
る
。
館
の

南
東
部
を
対
象
と
し
た
第

一
次
調
査
で
は
、
館
の
南
辺
を
区
画
す
る
土
塁
の
痕

跡
や
館
内
を
区
画
す
る
溝
や
柵
列
が
検
出
さ
れ
、
台
所
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱

建
物
二
棟
や
ト
イ
レ
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

今
回
の
報
告
は
、
館
内
の
南
西
部
約

一
人
五
〇
ポ
を
中
心
に
行
な
っ
た
第
二

次
調
査
の
成
果
で
あ
る
。
調
査
区
内
で
、
堀
立
柱
建
物
二
棟
（う
ち
一
棟
は
長
屋

状
）
や
溝

・
石
積

・
柵
列
で
区
画
さ
れ
た
敷
地
内
に
二
棟
の
礎
石
建
物
を
検
出

し
、
他
に
、
作
業
場
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
住
居
状
遺
構
、
石
段
、
井
戸
三
基
な

ど
を
確
認
し
た
。

遺
物
と
し
て
土
師
質
土
器
、
中
国
製
陶
磁
器
（青
花
生
目
磁
・
白
磁
な
ど
▼

朝

鮮
製
褐
釉
陶

・
国
産
陶
器
（備
前
焼
・
瀬
戸
美
濃
焼
な
ど
）が
出
土
し
た
が
、
土
器

類
の
九
〇
％
以
上
は
土
師
質
土
器
で
あ
る
。
ま
た
、
溝
や
井
戸
な
ど
か
ら
多
量

の
木
製
品
類
（漆
器
・
曲
物
・
折
敷
・
箸
状
木
製
品
・
建
築
部
材
な
ど
）が
出
上
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
砥
石
な
ど
の
石
製
品
、
古
銭
や
鉄
釘

・
小
柄
な
ど
の
金
属
製

品
、
鉄
津
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
か
ら
本
館
跡
は
、　
三
ハ
世
紀
後

(大 朝 )



半
に
営
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に

一
六
世
紀
第
四
４
半
期
の
遺
物

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
文
献
史
料
の
研
究
か
ら
推
定
さ
れ
る
時
期
と
出
土
遺
物

の
年
代
は
概
ね
合
致
し
て
い
る
。

墨
書
木
札

（柿
経
）
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
館
中
央
に
位
置
す
る
石
組
井
戸

Ｓ
Ｅ
二

一
四
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
の
上
部
は
板
状
の
礫
で
蓋
が
さ
れ
、
そ
の
間

隙
に
粘
土
を
詰
め
目
張
り
が
施
さ
れ
て
い
た
。
井
戸
の
内
径
は
上
端
部
が
○

・

七
五
ｍ
、
下
端
部
○

・
五
五
ｍ
で
、
深
さ
は
二

・
七
五
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
内
は

蓋
石
の
た
め
空
洞
に
な
っ
て
お
り
、
底
部
に
は
井
筒
は
な
く
、
四
〇
卿
の
堆
積

土
が
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
堆
積
土
中
か
ら
は
、
人
点
の
柿
経
の
ほ
か
、

土
師
質
土
器
、
木
製
品
類
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
柿
経
は
い
ず
れ
も
縦
方
向

に
半
分
に
割
ら
れ
て
お
り
、
完
存
す
る
も
の
は
な
く
、
上
部
あ
る
い
は
下
部
が

焼
け
焦
げ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
井
戸
で
何
ら
か
の
呪

術
的
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
文
字
資
料
と
し
て
、
Ｓ
Ｅ
二

一
四
底
部
の
堆
積
土
よ
り
、
①
片
面

に
　
氾
よ一」い
猛
即
面
″
に
「み
（
ゝ
」
、
の
▼
庁
面
Ｐ
に

「エハ
百
【ノ
／気
腺
乱
叫
〕
〕ヽ
崩些
向
ｒ
卜
「日
］

□
／
□
□
」
と
記
し
た
墨
書
礫
二
点
、
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
二

一
四
の
西
方
か
ら
③

「□
□
左
衛
門

命
化
押
）
／
□
口
□
け
／
□
」
と
底
内
に
墨
書
し
た
土
師
質
土

器
皿

一
点
が
出
土
し
、
石
組
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
〇

一
よ
り
、
④
片
面
に

「六
百
／
七

十
二
」
、
他
面
に

「新
市
ノ
／
新
兵
衛
／
己
巳
」
と
記
し
た
墨
書
礫

一
点
が
出

土
し
て
い
る
。
①
は
そ
れ
ぞ
れ
の
面
の
文
字
を
書
い
た
方
向
が
異
な
る
。
②
の

裏
面
は
地
名
十
名
前
と
思
わ
れ
る
。
①
の

「新
市
ノ
新
兵
衛
」
は
地
名
十
名
前

と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
市
が
ど
こ
に
あ
た
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
「
己

巳
」
が
新
兵
衛
の
生
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
永
正
六
年

（
一
五
〇
九
）
か
永
禄

一
二
年

（
一
五
一ハ
九
）
と
な
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

硼　
谷
属
陥
酔
雅
幽
ネ閾
辞
　

（μ６卜）×（∞銀）ξ
霞

〔
説
呪

日
〕

②

　

□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（露
×
命
働ｙ
〓

Φ解

〔即
説
呪
日
〕

①

　

□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（臣
て
Ｏ
ｏ×
ミ

ｏ欝

い

　

□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（籠
て
Ｏ
ｏ深
ｏ
ヽ

需
牌

〔揖
減
〕

　

〔以
〕

働

　

□
□
是
菩
薩
□

ａ
９

×

合

も
）
×
９

『
　
ｏ
盟

０

　

□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

Ｘ
，
いマ
〓

ｏ解

０

　

回
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（α

Ｘ
∞
０
さ
絡

儲
Ｐ

①

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
■
ｏｙ
足

Φ雷

柿
経
を

『妙
法
蓮
華
経
』
の
文
言
と
つ
き
あ
わ
せ
、
文
字
の
推
定
を
行
な
っ

て
み
る

（第
一
次
調
査
で
出
土
し
た
柿
経
、
千
代
田
町
教
委
が
一
九
九
六
年
度
に
行
な

っ
た
吉
川
元
春
館
跡
の
北
東
方
の
万
徳
院
跡
か
ら
出
土
し
た
版
木
は
、
『妙
法
蓮
華
経
ｂ
。

⑪
は

『陀
羅
尼
品
　
第
二
十
六
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「舎
属
倶
詣
仏
所
同

声
白
仏
言
」
に
類
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
容
属
と
倶
と
の
間
に

一
文
字
入
る
。
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上
部
が
焼
け
黛
げ
て
い
る
。
上
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

②
は
①
の
二
文
字
日
以
降
の
右
側
の
文
言
に
符
合
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

『陀
羅
尼
品
』
及
び

『普
賢
菩
薩
勧
発
品
　
第
二
十
八
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「説
呪
日
」
と
思
わ
れ
る
。
「即
説
呪
日
」
が

『陀
羅
尼
品
』
に
は
三
カ
所
あ

り
、
「即
於
佛
前
而
説
呪
日
」
が

『陀
羅
尼
品
』
に
ニ
カ
所
、
露
日賢
菩
薩
勧
発

品
』
に

一
カ
所
あ
る
。
上
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
端
、
左
半
分
を
欠
失
。

③
は
②
の
左
側
の
文
言
に
符
合
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「即
説
呪
日
」
で

あ
ろ
う
。
下
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
下
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

い
は
上
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

⑬

『妙
音
菩
薩
品
　
第
二
十
四
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「…
於
神
通
変
化
智

恵
無
所
持
減
是
菩
薩
以
若
干
智
恵
明
照
娑
婆
世
界
…
」
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
上

部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
下
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

０
ｌ
①
は
文
字
不
明
で
焼
け
焦
げ
は
な
い
。
③
は
上
下
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

０

。
①
は
上
下
端
、
左
半
分
を
欠
失
。

９
　
関
係
文
献

広
島
県
教
育
委
員
会

『史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
　
吉
川
元
春
館
跡
―
第

一
次
発

掘
調
査
概
要
―
』
全

九
九
六
年
）

同

『史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
　
吉
川
元
春
館
跡
―
第
二
次
発
掘
調
査
概
要
―
』

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（沢
元
保
夫
）

山

口

・

銅
山
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
大
字
長
登
字
大
切

２
　
調
査
期
間
　
　
第
Ⅲ
期
第

一
年
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
八
月
１

一
九
九
七
年
三
月
、
補
足
調
査
　
一
九
九
七
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
東
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
池
田
菩
文

・
森
田
孝

一
・
神
田
高
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
銅
生
産
官
衛

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
初
頭
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
登
銅
山
跡
は
、
秋
吉
台
国
定
公
園
の
東
南
麓
に
位
置
す
る
。
銅
山
の
採
掘

は
、
古
代
、
中
世
か
ら
江
戸
前

期
、
明
治
か
ら
昭
和
と
三
期
の

全
盛
時
代
が
あ
り
、
こ
れ
に
か

か
る
大
小
の
採
鉱
、
製
錬
の
遺

跡
が
、
約
六
〇
ｈａ
の
中
に
約
二

四
ヵ
所
点
在
し
て
お
り
、
鉱
山

史
研
究
に
格
好
の
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
長
登
集
落
の
西

方
に
所
在
す
る
大
切
谷

一
帯
が

長泰

登争

(山  口)




